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喫煙マナー
1 学内全面禁煙は時間の問題 ?
| タバコを吸わない学生が約9割

社会的関心 ・…""… "………………"… "………………"………・
関心あれど関与なし?
約95%は何らかの社会問題に関心を持つているが、

約70%がボランティア経験がない
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事内全面禁煙は

時間の問題?
喫煙マナー

学生のマナーが最も悪いと思われる項目で目立

つのは、「授業・ゼ ミ中の私語」には及ばぬもの

の、それに次いで多い「喫煙マナー」です。これ

は今年度に限ったことではありません。経年変化

を見 ます と、20.5%(2002年 度 )、 27.6%(2003年

度 )、 20.9%(2004年 度 )、 21.0%(2005年 度)と

比べ、今年は16.0%と 減少 してはいるものの、「授

業・ゼミ中の私語」に続 く大きな問題であること

に変わりありません。それはこの間、社会的関心
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タバコを吸わない学生が約9割

が高まり、喫煙者の意識・行動が改善され、学内

の分煙化が進んだとされるだけに、かえって目立

ちます。この間、喫煙者の数は減少の一途をたど

っています。今回、一日の喫煙の程度を尋ねたと

ころ、「吸わない」が89.4%、 「10本未満」が5.8%

でした。これを「吸わない」が75。9%だ った1997

年度、同じく84.3%だ った2004年 度と並べて考え

ますと、将来的には非喫煙者が学生の大半を占め

ることになるでしょう。
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に はありますか ?

また、喫煙マナーで気になる点として、「禁煙

箇所での喫煙」、「歩きタバコ」が大きく挙がって

います。これを分煙の不徹底 と考えるか、分煙の

限界と考えるかは判断が分かれます。しかし、マ

禁煙箇所での喫煙

歩きタバコ

授業・ゼミ中の喫煙

周りの人に断 らない

どこにでも捨てる

食堂での喫煙

その他

特になし

無回答

ナーに関する自由記述では「喫煙」関係が圧倒的

で、喫煙所の設置自体を問題視 し、受動喫煙を不

安に思う声もありました。事はマナーの段階を超

えたのかもしれません。
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2001年 度と比較 しますと、お酒をまったく飲まない学生が約5%増 えてお り、相対的にお酒

を飲む学生が減 りつつあると言えそうです。また、「週2～3回飲む」人と「ときどき飲む」人

は微増 していますが、「ほぼ毎日飲む」人が13.4%か ら3.3%に 減少 していますので、飲酒の頻

度は減っていると見られます。学生のライフスタイルやコミュニケーション手段の多様化が影

響 していると言えそうです。

圏ほぼ毎日飲む 國週2～ 3回飲む □ときどき飲む :  □まったく飲まない
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関心あれど関与なし?

社会的関心

^`e

M 約 95%は 何らかの社会問題に関心を持っているが、

約70%がボランティア経験がない

現在関心の高い社会問題に対する答えを全体で

見た場合、「地球環境問題」、「経済問題」、「国内

政治」、「国際政治」、「教育問題」がそれぞれ約3

割、「司法 。法律問題」、「医学 。倫理問題」が1割

余 りと、それほど大きな偏 りは見られません。も

っともこれを学部別に見ていった場合、そこには

おのずと学部のカラーといったものが反映されま

す。例えば政治経済学部「経済問題」、「国際政治」、

法学部「司法・法律問題」、教育学部「教育問題」、

商学部「経済問題」、理工学部「地球環境問題」、

国際教養学部「国際政治」 といった、各学部の第

一関心事 は、その学部の専門を反映 しています。

この傾向は大学院についても同様で した。

全  体

(5,675人 )
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4.2

国 際 教 養 学 部
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しかし、この関心を自分の問題にすることはた

やす くありません。確かに流行のインターンシッ

プはキャリアという私的なレベルで関心を具体化

するのには役立ちますが、関心をミッション (社

会的使命)に昇華 し、自分の生き方にして社会に

交わるには、ボランテイアの方が良いと考えられ

ます。この点で、回答者全体の7割以上が大学生

になってボランティアを経験 していない現実は、

重 く受けとめるべきです。多 くの学生が自分の社

会的関心を社会的関与にする機会を持っていませ

ンティ

全 体

ん。ただ学部別に見ると、ラッキーな学生もいる

ことが分かります。例えばスポーッ科学部の多 く

の学生は、自分の最も関心ある分野でボランティ

アに参加 しています。学部に比ベボランティア経

験者の割合が多い大学院の中で、一際目立つのが

日本語教育研究科です。ここでは科を挙げて外国

人への日本語指導のボランティアに精を出してい

ます。学生の社会的関心を社会的関与へどう結び

付けるか。それをカリキユラムの在 り方として考

えれば、ボールは教職員の側に帰ってきます。
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過去5年 間の経年変化を見ますと、大学に関する情報収集の手段は、主に「大学の事務所 。

掲示板」といったものから「Waseda― netポ ータルサイ ト」等のWebサイ トに移行しています。

個人のパソコン保有率が高まる中、情報収集は圧倒的にWeb媒体を通 じてが主流となってい

ることが分か ります。一方、「友人や知人の回コミ」が高い水準で増加傾向にあることも注目

に値します。友人や知人とのコミュニケーションが貴重な情報源の一つとなっていると言えそ

うです。
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※2∞1年度の選択肢には「Waseda‐ netポータルサイト」、「大学のメーリングリスト」|まない。

また、社会に関する情報を得る主な手段 としては、「新聞」、「TV」、「Webサ イト」の3つが

全体としては多くなっています。2001年 度と比較してみますと、「TV」 にはほぼ変化がありま

せんでしたが、「新聞」は約10ポ イント減少 し、「Webサイ ト」が約29ポ イント増加 しています。

この経緯から数年後には、さらに「Webサ イト」が「TV」 と並び学生の主な情報収集方法と

なり、一方「新聞」はますます減少していくと言えそうです

※2001年度選択肢「インターネット」|よ 「Webサイト」に読み替えた。
2001年度の選択肢には「メールマガジンなどのメールサービス」はない。
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□早稲田大学ホームベージ

□早稲田ウィークリー

□友人や知人のロコミ

■Waseda―netポ ータルサイト

圏学生の手帖 (コ ンパス)

□教員

圏大学のメーリングリス ト 国大学の事務所・掲示板

吻学生の発行する広報媒体 ロチラシ・立て看板

ロインターネット     ロその他
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□Webサ イ ト□新聞      □雑誌

11:メ ールマガジンなどのメールサービス
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